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はじめに 

 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」においては、毎年、教育委員会の権

限に属する事務の管理及び執行の状況について自ら点検及び評価を行うことが義務付

けられております。 

 この規定を受け、平成 28 年度からの 5 か年計画「輪島市教育大綱・教育振興基本計

画」に基づき令和 2 年度に執行した事務事業を対象として、その執行の成果や課題な

どを掲げながら、事務事業の管理及び執行の状況についての点検及び評価を実施いた

しました。 

 なお、この点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する方 3 名

で組織する本市教育委員会の諮問機関「輪島市教育事務点検評価審議会」から多様な

御意見を賜り、客観性の確保に努めたものであります。 

 本市教育委員会は、「輪島市教育大綱・教育振興基本計画」に従い、学校教育の充

実を始めとする基本目標の達成、ひいては理想とする「人づくり」の実現に向け、事務

事業に取り組んでおります。 

こうした中で、この点検及び評価の趣旨を十分に踏まえ、事務事業の見直しを行い

ながら、鋭意その改善に取り組み、施策の一層の充実を図ってまいりたいと考えてお

ります。 
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輪島市教育振興基本計画に基づく

主要施策 主な取組

①言語活動の充実

①特別支援教育支援員の配置

②特別支援学級・通級指導教室の充実

(1)　学力の定着と向上

②学習意欲の向上と主体的な学習習慣の養成

③外国語教育の充実

④小中高が連携した教育の推進

⑤学力調査の活用

⑥指導体制の充実

(2)　教職員の資質能力の向上 ①教職員研修の充実

⑦教育の情報化の推進

(3)　特別なニーズに対応した教育の推進
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令和２年度執行事業一覧表

事業

各教科等における言語活動の充実 －

主体的・対話的で深い学びの実現(「アクティ
ブ・ラーニング」の視点からの授業改善)

－

家庭学習の充実 －

ウォーミングアップ登校日の設定 －

ALT(外国語指導助手)を活用した効果的な指導の
推進

No1 教育支援員等配置(ALT)

中学生英検全員受検(学力向上推進事業) No2 学力向上推進事業(英検受験)

外国語活動教材「Let's Try!」「We Can!」
「Hi,friends!」等の効果的な活用

－

No3 県立高等学校活性化支援事業

No4 門前高等学校生徒支援事業

小中連絡会・中高連絡会の開催 －

中高一貫教育推進事業の充実 －

各種学力調査等の分析と授業等の改善 No5 学力向上推進事業(市学力調査)

各種学力調査結果の公表 －

学力向上プランの作成等 －

学力向上ロードマップの作成等 －

個に応じた指導の充実 －

習熟度別少人数指導の実施 －

専科教員による指導 －

中学校デジタル教科書の活用 －

指導者用パソコンの整備 －

小学校の指導者用デジタル教科書の整備及び活用 No6
ICT推進事業費(小学校指導者用デジタ
ル教科書)

高速ネットワーク回線の整備 No7
ICT推進事業費(高速ネットワーク回線
整備)

輪島市指定学校研究の充実 －

初任者研修「地域理解講座」の開催 －

研修等の活用 －

特別支援教育支援員の配置及び研修の実施 No8
教育支援員等配置(特別支援教育支援
員)

指導内容、指導方法等の充実 －

左のうち予算を伴う事業

県立高等学校活性化支援事業
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主要施策 主な取組

①道徳教育の充実

②学校図書館図書購入の充実

①スクールカウンセラー等の配置

②教育支援センターの充実

③教育相談・支援体制の充実

②スポーツ大会の支援及び実施

①地元食材の活用

②栄養教諭や栄養職員による食育授業の実施

③家庭・地域への啓発

①各教科等における防災教育の推進

②避難訓練の実施

(1)　豊かな心を育む教育の推進

②人権教育・福祉教育の推進

③社会に学ぶキャリア教育の推進

④郷土の伝統文化に親しむ教育の推進

(2)　読書環境の充実と読書活動の推進

①学校図書館の充実・利用促進に向けた図書
館司書等の配置

(3)　情報モラル教育の推進 ①情報モラル教育の充実

(4)　個に応じた教育支援の充実

(1)　児童生徒の体力の向上

③体力・運動能力調査の結果の反映

①学校体育及び部活動への支援

(2)　食育の推進と学校給食の充実

(3)　防災教育の推進

(1)　小学校の適正規模・適正配置の検討 ①小学校の適正規模・適正配置の検討

①学校施設の整備

(2)　安全・安心な施設等の整備

②教材教具の整備
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事業 左のうち予算を伴う事業

「考え、議論する道徳」への転換 －

人権尊重の視点に立った授業づくり －

人権教育の年間指導計画の充実 －

福祉教育の充実 －

学級活動等の充実 －

「わくワーク体験事業」等の充実 －

中学校職業人講話の実施 －

特色ある学校づくり支援事業 No9 特色ある学校づくり支援事業

小学6年生卒業制作(輪島塗沈金) No10
学校活動振興費(小学6年生輪島塗沈
金)

学校図書館司書等の配置 No11 教育支援員等配置(学校図書館司書等)

学校図書館機能の充実 －

蔵書内容の充実 No12 教材費(学校図書館図書)

情報モラル教育の実践 －

ネットトラブルからの回避 －

相談体制の充実 －

不登校児童生徒の適応指導 No13
教育研究所費(不登校児童生徒の適応
指導等)

教育相談室の充実 No14 教育研究所費(教育相談)

学校体育・部活動へのスポーツ職員の派遣 －

部活動指導員の配置 No15 部活動指導員配置事業

陸上競技大会の実施 －

体力アップ1校1プランへの反映 －

「スポチャレいしかわ」への参加 －

生産者との連携 －

食育授業の実施 －

「給食だより」の発行 －

防災教育の実践 －

主体的行動力の育成 －

輪島市立小学校の適正規模及び適正配置に関する
基本方針の実行

－

輪島市立小学校の在り方に関する基本方針の策定 －

No16 校舎等営繕

No17 小学校空調整備事業

高速ネットワーク回線の整備(再掲) (No7)
ICT推進事業費(高速ネットワーク回線
整備)(再掲)

一般教材等の整備 No18 教材費(一般教材備品、理科備品)

指導者用パソコンの整備(再掲) －

小学校の指導者用デジタル教科書の整備及び活用
(再掲)

(No6)
ICT推進事業費(小学校指導者用デジタ
ル教科書)(再掲)

校舎等営繕
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主要施策 主な取組

①青少年健全育成のための体制整備

②社会教育関係団体への支援

①学校における生徒指導に対する地域連携の
強化

②子ども読書活動の推進

(1)　保護者への学習支援 ①家庭の教育力を高めるための講座等の実施

(2)　保護者を支える連携・協力体制づくり ①保護者支援のための連携・協力体制づくり

(1)　青少年健全育成の体制づくり

(2)　青少年への交流機会の提供 ①多様な体験活動の実施

(3)　地域活動を支える指導者の育成 ①指導者に対する研修の実施及び支援

(1)　地域とともにある学校づくりの推進
②学校と地域との連携の強化・促進

③保護者と地域に向けた積極的な学校情報の
公開

(1)　公民館の充実 ①公民館における生涯学習の充実

(2)　図書館の充実
①図書館サービスの充実
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事業 左のうち予算を伴う事業

学校力＆親力向上セミナーの開催 －

家庭教育を支援する講座等の開催 －

いじめ等への対処 No19 学校教育事務費(Q-Uテストの実施)

家庭教育を支援する講座等の開催(再掲) －

青少年の健全育成 No20 家庭教育推進事業

社会教育関係団体への支援 No21 各種社会教育団体運営費補助

公民館体験合宿事業 －

子ども長期自然体験村事業 －

地域リーダーの育成と支援 No22 地域づくり事業

男女共同参画社会づくりの推進 No23 男女共同参画社会づくり推進事業

学校警察保護司連絡協議会の活用 －

地域人材の活用 －

子どもたちを見守り育てる社会環境づくり －

放課後子ども教室の開催 －

開かれた学校づくり －

学校評価の公開 －

ホームページ等の活用 －

(No22) 地域づくり事業(再掲)

No24 花のまちづくり事業

コミュニティ活動の活性化 －

公民館職員の資質の向上 No25 生涯学習推進大会

在住外国人への学習機会の提供 No26 国際交流多文化共生事業

市政バス事業 －

図書の充実 No27
図書等購入費・門前図書館図書等購入
費

図書サービスの充実 No28
市立図書館管理運営費(一般経費)・門
前図書館管理運営費・図書館システム
費

高齢者が利用しやすい環境の整備 No29 貸出文庫事業

読書の普及と利用者の拡大 No30
読書普及事業(一般経費・門前図書館
管理運営費)

友好図書館等との交流 No31 図書館交流事業(一般経費)

子ども読書環境の整備 No32
子ども読書活動推進事業(一般経費・
門前図書館管理運営費)

地域に活力を与える生涯学習の推進
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主要施策 主な取組

②スポーツ指導者の発掘・育成

①スポーツ施設の整備

②スポーツ施設の有効活用

①文化芸術を通じた交流の支援

(1)　スポーツ環境の整備
①スポーツ関係団体との連携及び支援

(2)　スポーツ施設の充実

(1)　文化芸術に触れる機会の充実 ①鑑賞や発表の機会の充実

(2)　文化芸術活動を生かした人づくり
②自立した文化芸術活動の支援

③郷土の伝統文化の後継者育成

(2)　文化財の活用

①文化財の掘り起こし

②文化財の保存意識の高揚

①郷土愛の醸成

(1)　文化拠点施設の充実 ①文化会館等の施設の充実
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事業 左のうち予算を伴う事業

健康で豊かな暮らしのための生涯スポーツの推進 No33 生涯スポーツ推進事業

No34 スポーツ推進委員活動

No35 体育協会運営費等補助

No36
高校女子ソフトボール研修大会開催費
補助

健やかな成長と体力向上を図る少年スポーツの活
性化

No37 スポーツ少年団運営費補助

学校体育・部活動へのスポーツ職員の派遣(再掲) －

スポーツ指導者の資質向上と担い手の育成 －

快適で安全な体育施設の整備 No38 体育施設整備事業

指定管理制度の活用とスポーツ合宿誘致等 No39 体育施設管理

文化事業の開催 －

芸能鑑賞事業 －

輪島市美術展の開催 －

輪島市民文化祭「あいの風」開催の支援 No40 文化協会事業費補助

文化芸術交流事業の支援 －

文化芸術交流事業の支援(再掲) －

「三夜踊り」開催の支援 －

文化活動事業の支援 No41 文化活動支援事業

輪島市民文化祭「あいの風」開催の支援(再掲) (No40) 文化協会事業費補助(再掲)

伝統芸能伝承教室開催の支援 No42 伝統芸能伝承教室事業費補助

輪島塗技術伝承者養成講座開催の支援 No43 輪島塗技術伝承者養成事業費補助

No44 漆芸美術館運営委託等

No45 文化会館管理

漆芸美術館収蔵庫の整備 No46 漆芸美術館収蔵庫整備事業

文化財保存活用地域計画策定事業 No47 文化財保存活用地域計画策定事業

文化財の市指定 －

古文書の調査 No48 古文書調査事業

埋蔵文化財の調査 No49 埋蔵文化財等調査

文化財保存活用地域計画策定事業(再掲) (No47)
文化財保存活用地域計画策定事業(再
掲)

文化財上位指定等の推進 －

文化的景観保存事業 No50 文化的景観保存事業

重要伝統的建造物群保存地区保存対策事業 No51 伝統的建造物群保存地区保存対策事業

伝統的建造物群保存地区防災計画策定事業 No52
伝統的建造物群保存地区防災計画策定
事業

有形文化財保存事業 No53 有形文化財保存事業

文化財保存活用地域計画策定事業(再掲) (No47)
文化財保存活用地域計画策定事業(再
掲)

文化施設における文化財の展示等 －

文化財見学会の開催 －

古文書の調査(再掲) (No48) 古文書調査事業(再掲)

競技スポーツの振興による活力ある地域づくりの
促進

文化会館等の施設管理
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各課事業に係る点検評価の記載内容 

 

 

○継続年数 

  事業のこれまでの継続年数を記載してあります。 

Ａ  5 年未満 

Ｂ  5 年～10 年未満 

Ｃ 10 年～20 年未満 

Ｄ  20 年以上 

 

○対象者(事業の対象者) 

  事業の対象者を区分して記載してあります。 

  参考：児童、生徒、青少年、成人、高齢者、女性、障害者、市民全般、地域住

民 

 

○事業効果 

  事業実施による効果を、「輪島市教育大綱・教育振興基本計画」に照らして、そ

の達成度という観点から5段階に評価(効果の高い順に 5→1)として記載してあり

ます。 

 

○継続要因(事業を止められない要因) 

見直しによっても事業を廃止・縮小することが困難な要因の大きさを 4 段階に

評価(困難度の高い順に 4→1)して記載してあります。 

参考： 

・輪島市教育大綱・教育振興基本計画記載内容 

・法的規制(法で実施することが決められている) 

・○○からの要望(地域からの要望により実施している) 

・歴史的経緯(○○団体との歴史的経緯によって止められない) 

 

○見直し内容 

見直した結果を記載してあります。 

  ・継続 

・縮小 

・廃止 
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No 1 事業名 教育支援員等配置(ALT) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 15,356 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 3 学力の定着と向上 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

英語教育の推進を目的とした ALT について、自治体国際化協会が行っている「語学指導等を行う

外国青年招致事業(JET プログラム)」により 3名を招致している。 

平成 22 年度から 1名増の 3名の外国人講師が ALT として市内全小中学校を担当している。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

小学校における外国語活動及び外国語教科、中学校における外国語教科については、学級担任や

教科担任が主体となり指導を行っているが、児童生徒が実際の英語を体感するという観点からも、

ALT のサポートは効果が高い。 

このほか、ALT は保育所及び幼稚園への訪問も行っている。 

 なお、令和 2年度からは 1名増の全 4名体制とする予定だったが、新型コロナウイルス感染対策

のため来日が延期となったため、令和 3年度から 1名増の全 4名体制とする予定である。 

 

 

 

No 2 事業名 学力向上推進事業(英検受験) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 1,443 千円 0 千円 生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 3 学力の定着と向上 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

本市中学校生徒の英検団体検定料の 1回分を負担(平成 25年度から実施) 
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評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

本市中学校生徒が苦手とする英語力の向上のため、基礎英語力の定着化に評価のある「英検」を

全生徒に受験させ、市全体の英語力の底上げを図った。 

その結果、令和 2年度末日における全中学校における 3級以上の取得生徒数は、次の表のとおり

となった。  

  3 級以上取得生徒数(令和 3年 3月 31 日現在) 

学年 生徒数 
2 級取得 

生徒数 

準 2級取得 

生徒数 

3 級取得 

生徒数 

1 年生 143 名 0 名 0 名 2 名 

2 年生 159 名 0 名 0 名 17 名 

3 年生 157 名 3 名 10 名 75 名 

合計 459 名 3 名 10 名 94 名 
 

 

 

No 3 事業名 県立高等学校活性化支援事業 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 2,396 千円 0 千円 生徒、教員 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 高等学校支援 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

県立高等学校の生徒等が行う研修、研究その他の学習活動を通じた「魅力ある学校づくり」に係

る費用について補助金を交付する。 

  
 ○輪島高等学校(1,347 千円) 

・「確かな学力の基礎となる力」の養成に向けた取組 
・「ふるさと活性化プロジェクト」の取組 
・教員の「授業力向上」に向けた取組 
・ふるさとに誇りを持ち地域に貢献できる人間の育成に向けた取組 
・「開かれた学校づくり」推進に向けた取組 
・「心豊かで地域に貢献できる人材育成」に向けた取組 
・「地域理解プログラム」の取組 
 

 ○輪島高等学校定時制(190 千円) 
・ものづくりを通して豊かな情操を養う事業 
・自らの進路を主体的に切り開く力を身につける(キャリア教育)事業 
・ふるさとを知り、地域愛を育む事業 

 
○門前高等学校(859 千円) 
・部活動活性化事業 
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・ボランティア活動活性化事業 
・英会話力向上事業助成 
・市外通学者通学費助成 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

生徒の学習意欲を喚起させ、個々の優れた能力を一層伸ばすとともに、地域に貢献する優秀な人

材の育成及び「魅力ある学校づくり」に向けた各高等学校の取組を支援している。 

 

 

 

No 4 事業名 門前高等学校生徒支援事業 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 1,440 千円 0 千円 生徒、保護者 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 高等学校生徒支援 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

門前高等学校在学生徒が同校に在学するために必要な下宿に係る費用について、補助金を交付し

た。 

対象生徒数 12 名 

    

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

生徒の保護者が負担する下宿費に係る経費の軽減を図っている。 

 

 

No 5 事業名 学力向上推進事業(市学力調査) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 1,324 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 学力の定着と向上 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

本市独自に学力調査を行い、設問ごとの結果分析により、学習成果及び課題を把握する。 

 【小学校】 

  1～3年生 国語・算数 

  4 年生   国語・算数・理科・社会 

  5、6年生 国語・算数・理科・社会・英語 

 【中学校】 

  1・2年生 国語・算数・理科・社会・英語 

  3 年生   なし 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

本市の学力調査については、平成 23 年度から、全国学力・学習状況調査及び県基礎学力調査で

未実施の学年に対して補完的に実施する方法に改めている。 

調査の実施を通じて、児童生徒の学習成果に加え、経年的学力も把握しながら教員の適切な指導

につなげることができた。 

 

 

 

No 6 事業名 ICT推進事業費(小学校デジタル

教科書) 

担当課 教育総務課 

 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 11,702 千円 0 千円 児童、教員 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 教育の情報化の推進 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

デジタル教科書を効果的に活用することにより、児童の授業内容に対する関心・理解を深めると

ともに学習意欲の向上を図る。 

 小学校の教科書改訂に合わせて、国語・算数・理科・社会・外国語(英語)の指導者用デジタル教

科書を整備する。 

 

 

 

 

14



 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

各小学校がデジタル教科書を授業で効果的に活用することにより、児童の授業内容に対する関

心・理解を深めるとともに学習意欲の向上を図ることができた。 

 

 

No 7 事業名 ICT 推進事業費(高速ネットワーク

回線の整備) 

担当課 教育総務課 

 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 102,410 千円 34,531 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 教育の情報化の推進 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

小中学校の校内における高速ネットワーク回線を整備するとともに、校外のネットワーク機器を

更新する。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

令和 3年度からの活用に向けて教育環境の整備を行った。 

 

 

 

No 8 事業名 教育支援員等配置(特別支援教育支援員) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 28,214 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 特別なニーズに対応した教育 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

発達障害等を抱える児童生徒への学習支援のために、特別支援教育支援員を配置する。  
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【配置体制】14名(河井小学校 3名 鳳至小学校 2名 鵠巣小学校 1名 

         大屋小学校 2名 河原田小学校 1名 町野小学校 1名 門前東小学校 1名 

                輪島中学校 2名、東陽中 1名) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

通常学級に在籍する軽度の発達障害等を抱える児童生徒や特別支援学級に在籍する児童生徒へ

の個別支援を目的として、特別支援教育支援員を配置している。個の特性に配慮した教育を実施す

るためには、この事業は非常に重要であり効果をあげている。 

こうした中、個別指導や支援を必要とする児童生徒が全国的に増加傾向にあり、本市においても

同様の傾向にあることから、特別支援教育支援員の必要数の確保に努める。 

なお、令和 2 年度からは 2 名増の 14 名体制として、大屋小学校に 1 名追加し、東陽中学校に 1

名新たに配置した。 

 

 

 

No 9 事業名 特色ある学校づくり支援事業 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 1,114 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 特色ある学校づくり支援 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

地域に開かれた特色ある学校づくりを実現するためには、各学校の教育理念や教育方針に基づ

き、地域の状況等に応じた自主的・自律的な学校運営を行うことが必要であることから、各学校の

裁量による学校経営プランの実施に係る活動費を補助する。 

・児童生徒数・学級数等を基礎として算出した一定額を各学校に配分 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

各学校が裁量予算を持つことにより、教科や情報教育等に係る外部講師の招聘、伝統芸能の体験

や地域行事の参加による地域との連携、補充学習の充実や独自の学力調査の実施等の学力向上を図

る取組を行うなど、当該学校の実情を考慮した学校運営とともに、児童生徒が主体的に学べる場の

提供につながった。 
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No 10 事業名 学校活動振興費(小学 6年生輪島塗沈金) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 765 千円 0 千円 児童 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 3 郷土の伝統文化に親しむ教育 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

市内の小学校 6年生が沈金体験を行うことにより、卒業の記念とするとともに、ふるさとの伝統

文化を将来にわたって伝承していくことを目的として実施している。 

・平成 15年度から平成 27年度までは塗椀を使用、平成 28年度からは漆塗プレートを使用 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

国の重要無形文化財「輪島塗」の技術に触れることにより、体験を行った児童一人一人が地域の

伝統文化に誇りを持ち、将来に伝承していく意識を高めた。 

 

 

 

No 11 事業名 教育支援員等配置(学校図書館司書等) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 20,556 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 読書活動の推進 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

読書活動の推進及び学校図書館の充実に寄与する図書館司書及び司書補の賃金等 

 【配置体制】7 名(うち 1校専務 3名、2校兼務 2名、3 校兼務 2名) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

小中学校に図書館司書及び司書補を配置(7名中兼務 4名)し、読書活動の推進と各学校の図書整
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備を行っている。今後も引き続き司書等の活動内容の充実を図り、児童生徒の更なる読書活動の推

進につなげていく。 

 

 

 

No 12 事業名 教材費(学校図書館図書) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 1,829 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 読書活動の推進 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

配当予算の範囲内で各学校が図書を購入する。 

その配当予算は、各学校の児童生徒数、通常学級数、特別支援学級数に単価(一定額)を乗じて算

出する。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

文部科学省が定める学校図書館図書標準に基づき、各学校が児童生徒の実態等を踏まえ、計画的

な図書の購入を行っている。 

その中で、児童生徒が興味関心を示す最新の題材を用いた図書を毎年度購入していくことによ

り、児童生徒の読書への意欲向上を図っている。 

 

 

 

No 13 事業名 教育研究所費(不登校児童生徒の適応指導等) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 966 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 個に応じた教育支援 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

不登校児童生徒の適応指導(あゆみ教室) 

 ・令和 2 年度末の通室者 中学生 3名 

社会科副読本「わたしたちのわじま」(小学校 3・4年生対象)の作成 200 冊 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

「あゆみ教室」において、不登校児童生徒を受け入れ、適応指導により、登校に向けた支援を行

っている。 

また、小学校 3年生の「町についての学習」や 4年生の「公共施設」についての教科書の内容が

全国的なものであり身近ではないことから、地元輪島市について学習できるよう社会科副読本「わ

たしたちのわじま」を作成・利用し、地元に対する児童の知識向上を図った。 

 

 

 

No 14 事業名 教育研究所費(教育相談) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 8,486 千円 0 千円 児童生徒、保護者、教員 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 個に応じた教育支援 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

教育相談室(教育研究所内)において、児童生徒の教育上の諸問題について相談を受け、問題解決

に向け指導助言を行った。 

【配置体制】 

所長 1名、相談員 2 名 

 

 【令和 2 年度 教育相談室 実績】 

  相談件数(のべ件数)：152 件(来所相談 105 件、出張相談 4件、電話相談 31 件、巡回 12 件) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

児童生徒、その保護者及び教員が抱えた問題は、単純なケースばかりではなく、何度か相談を重

ねていくことが必要なケースもある。 
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このことから、市長事務部局(健康福祉部福祉課発達支援室)との連携も図りながら、引き続き教

育相談の受入体制を保持していく。 

 

 

 

No 15 事業名 部活動指導員配置事業 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 932 千円 598 千円 生徒、教員 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 
生徒の体力向上及び教員

の負担軽減 
継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

適切な練習時間や休養日の設定などによる部活動適正化を進めることで、教員の負担軽減を図る

ことを目的として、中学校部活動に部活動指導員を配置する。 

【配置体制】輪島中学校柔道部 1 名、東陽中学校女子ソフトテニス部 1 名、 

門前中学校吹奏楽部 1名 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

部活動指導員の配置により、時間外勤務の減少による多忙化改善につながったほか、柔道につい

ては、適切な技術指導により生徒の安全の確保にもつながっている。 

なお、令和 3年度から、新たに輪島中学校バドミントン部に 1名を配置している。 

 

 

 

No 16 事業名 校舎等営繕 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 28,403 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 教育環境の整備 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

  市内全 12小中学校校舎等の補修及び改修 

 ○小学校 161 件 

   このうち、1件の工事費が 30万円以上のもの 

        河井小学校プール動力幹線工事(759 千円) 

    大屋小学校プール塗装工事(2,860 千円) 

    スクールバス待合室整備工事(1,292 千円) 

    町野小学校校舎棟玄関壁改修工事(533 千円) 

    町野小学校屋内運動場庇防水等改修工事(1,397 千円) 

    大屋小学校プール管理棟屋根塗装工事(583 千円) 

    三井小学校外壁改修工事(3,905 千円) 

    門前西小学校屋内運動場屋根塗装工事(2,750 千円) 

    河原田小学校マンホール修繕工事(484 千円) 

    河原田小学校浄化槽配管修繕(478 千円) 

    河原田小学校親時計修繕(396 千円) 

    河原田小学校沈殿槽吊金物修繕(478 千円) 

    河原田小学校浄化槽埋設配管修繕(407 千円) 

  ○中学校 34 件 

   このうち、1件の工事費が 30万円以上のもの 

    東陽中学校調理場床塗装工事(456 千円) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

安全で快適な教育環境を確保するとともに、教育活動に支障をきたすことがないよう、各小中学

校からの要望、意見等を聴取しながら、学校施設設備の改修を行ってきており、学校運営の円滑な

遂行につなげている。 

 

 

 

No 17 事業名 小学校空調設備整備事業 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 72,408 千円 72,352 千円 児童 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 教育環境の整備 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

  全 9小学校において、次のとおり空調設備(エアコン)の整備を計画的に行う。 

・空調設備(エアコン)未整備の特別教室等における整備 

・事務室等における整備済みの空調設備(エアコン)について、耐用年数の経過や老朽化の程度に

応じた更新 

 

① 河井小学校(5 室) 

理科室 2室 集会室 2室 職員室 1 室(更新) 

② 鳳至小学校(5 室) 

理科室 2室 集会室 2室  職員室 1室(更新) 

③ 鵠巣小学校(3 室) 

理科室 1室 保健室 1室(更新) 職員室 1室(更新) 

④ 大屋小学校(4 室) 

理科室 1室 保健室 1室(更新) 職員室 1室(更新) 校長室 1室(更新) 

⑤ 三井小学校(3 室) 

   理科室 1室 保健室 1室(更新) 職員室 1室(更新) 

⑥ 河原田小学校(2室) 

   理科室 1室 職員室 1室(更新) 

⑦ 町野小学校(5 室) 

理科室 1室 図書室 1室(更新) 保健室 1室(更新) 職員室 1室(更新) 校長室 1室(更新) 

⑧ 門前西小学校(3室) 

   理科室 1室 保健室 1室(更新) 職員室 1室(更新) 

⑨ 門前東小学校(1室) 

理科室 1室 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

全 9小学校において教育環境の向上を図るため、空調設備(エアコン)の整備を計画的に進めてい

る。なお、今回新たに整備したものについては、令和 2年 12 月から供用を開始している。 

 

 

 

No 18 事業名 教材費(一般教材備品、理科備品) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 6,888 千円 211 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 教材の整備 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

配当予算の範囲内で各学校が必要な教材を整備する。 

一般教材備品の配当予算は、各学校の児童生徒数、通常学級数及び特別支援学級数に単価(一定

額)を乗じて算出する。 

理科備品の配当予算は、各学校の児童生徒数(※)及び通常学級数に単価(一定額)を乗じたもの

に、国庫補助の理科備品分を加えて算出する。 

  (※)小学 3年生以上の人数で算出 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

各学校が計画的に教材の整備を行っている。 

 

 

 

No 19 事業名 学校教育事務費(Q-U テストの実施) 担当課 教育総務課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 717 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 いじめ等への対処 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

児童生徒や学級の状態に関する情報(※)を得るため、アンケート形式の心理テストを行う。 

 (※)不登校やいじめ被害のリスク、いじめ被害を受けている可能性、学校や学習に対する意欲、 

   学級の雰囲気、学級崩壊のリスクなど 

小中学校の全児童生徒に対し、年 2 回実施した(1 回目は QU、2回目は hyper QU)。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

いじめは行動観察だけでなく、Q-U なども活用しながら児童生徒間の意識や関係を把握する必要

がある。早期発見という観点からも効果的である。 
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No 20 事業名 家庭教育推進事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 444 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 青少年の健全育成 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

 ○わじまっこ★おてつだいきっぷ 

   冬休み前に、子どもとその保護者が、その家庭の役に立つ「手伝い」が何かを相談して決め

ておく。冬休み中に保護者が発行した「おてつだいきっぷ」により、子どもが「手伝い」を行

う。 

   対象：保育所及び幼稚園の年長並びに小学校児童 

  

○「親子の約束」スタートブック 

   夏休み前に、子どもとその保護者が相談して交わした「親子の約束」を標語にしておく。新

型コロナウイルス感染防止対策による影響で夏休み期間が短かったため、子どもは、8月中に

標語として書かれた約束に取り組む。 

対 象 人数(名) 応募数(点) 応募率(％) 備 考 

小学生 794 355 44.7  9 校 

中学生 466 80 17.2  3 校 

計 1,260 485 34.5 12 校 
 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

子どもの保護者に対し学習機会を提供することにより、家庭教育の支援を行った。 

なお、「親子の約束」スタートブックについては、「親子の約束」標語コンクールの代わりとして

子どもとその保護者との関係の在り方を見直すなどの機会となる。 

 

 

 

 

No 21 事業名 各種社会教育団体運営費補助 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 700 千円 0 千円 社会教育関係団体 
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事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

3 3 社会教育関係団体への支援 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

各種社会教育関係団体に運営費の補助を行った。 

＜団 体 名＞           ＜補助金額＞ 

   輪島市 PTA 連合会         150 千円 

   輪島市婦人団体協議会       195 千円 

   輪島市各種女性団体連絡会     140 千円 

   輪島市子ども育成会連絡協議会   115 千円 

   ボーイスカウト輪島第 1団     100 千円 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

各種社会教育関係団体への運営費を補助することにより、当該団体の活動を通じて地域の活性化

を図った。 

 

 

 

No 22 事業名 地域づくり事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 4,209 千円 0 千円 地域住民 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 地域の活性化 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

市内 18 の地区公民館において各種講座を実施した。  

公民館名 学級回数 参加者数 公民館名 学級回数 参加者数 

中央 － － 鳳至 67 回 939 名

輪島 72 回 1,278 名 剱地 22 回 2,018 名

大屋 44 回 386 名 阿岸 78 回 780 名

河原田 50 回 322 名 黒島 97 回 1,329 名

鵠巣 63 回 589 名 諸岡 30 回 374 名

西保 25 回 400 名 門前 50 回 812 名

三井 93 回 2,108 名 本郷 27 回 204 名

南志見 15 回 306 名 浦上 57 回 831 名

町野 45 回 542 名 七浦 94 回 1,029 名

港 49 回 283 名 計 978 回 14,530 名
 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

地域住民の多様な学習ニーズに応じた各種講座を開催することにより、地域住民に対し、「学び」

「集い」「結びつき」の機会を提供し、地域づくりにつながる学習活動支援を行った。 

 

 

 

No 23 事業名 男女共同参画社会づくり推進事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 131 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

3 4 男女共同参画社会づくりの推進 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

 新型コロナウイルス感染防止対策により規模を縮小し事業を行った。 

 

○行動計画の実施 

  ・DV 防止啓発 

  ・高齢者に DVD での啓発活動実施 

  ・女性のための健康講座 

  ・男女共同参画学習会 
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評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

 新型コロナウイルス感染防止対策により規模を縮小し事業を行った。 

男女共同参画社会の実現に向けて作成した、輪島市男女共同参画行動計画「こころ豊かに暮らせ

るまち」に掲げた評価指標に基づいて各種事業を展開した。例年、参加している輪島市民まつりパ

レード等での啓発活動を行う事が出来なかった。 

 男女共同参画学習会では市民に広く声かけを行いコロナ禍にもかかわらず 53 名の参加があっ

た。 

 

 

 

No 24 事業名 花のまちづくり事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 1,732 千円 0 千円 地域住民 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

3 3 地域の活性化 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

 市内 18 の地区公民館が所管する地区内において、環境美化のために花の植栽を行った。 

  

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

環境教育の一環として、花の植栽活動による地域環境の保全・環境美化につなげたほか、地域住

民のつながりづくりにも貢献した。 

 

 

 

No 25 事業名 生涯学習推進大会 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 92 千円 0 千円 地域住民 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

3 3 地域の活性化 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

 新型コロナウイルス感染防止対策により生涯学習大会は縮小し地域の功労者や公民館職員の永

年勤続表彰のみ実施した。 

 例年は公民館活動の先進事例の発表や講演会の開催に加え、各公民館による活動の発表の場とし

て作品展を実施している。 

○生涯学習推進大会 

  日 時：令和 3年 3月 4日(木)13 時 30 分～14時 30 分 

  場 所：輪島市文化会館 301 会議室 

  日 程：・輪島市ボランティア表彰 

      ・輪島市公民館連合会表彰 

  参加者：30名 

  

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

新型コロナウイルス感染防止対策により大会を縮小しながら実施し、また、各種表彰を実施する

ことで公民館職員の意欲を高めた。 

 

 

 

No 26 事業名 国際交流多文化共生事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 30 千円 0 千円 市内在住外国人 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 3 多文化共生 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

市が県内の国際交流関係団体(3団体)の構成員となり、国際交流活動に取り組む県民への支援と

国際交流に関する情報の収集を行う(年会費 30千円)。 

 《国際交流関係 3団体》 

  ・北陸都市国際交流連絡会 

  ・石川県青年海外協力隊を支援する会 

  ・石川県ロシア協会 

 また、外国人住民に対する相談事業に関する会議(生活相談ネットワーク会議：県主催)に市内の

日本語教師を参加させ、生活相談に関する情報の共有を図る。 
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評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

  

市が、県内の国際交流関係団体の構成員として国際交流に関する情報を収集した上で、国際交流

に取り組む住民に対し当該情報の提供に係る支援を行った。 

 一方、市内在住の日本語教師については、今回「生活相談ネットワーク会議」へ不参加となった

が、外国人住民に対する生活相談支援の質の向上を図るべく、当該会議への積極的な参加を働きか

けていく。 

 

 

 

No 27 事業名 図書等購入・門前図書館図書等購入 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 10,079 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 図書館サービスの充実 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

資料(図書・雑誌・視聴覚資料)を収集・保存するとともに、市民の利用(貸出・閲覧)に供した。 

・令和 2年度年間購入資料冊数・作品数 

  図   書  市立図書館：3,025 冊 (前年度：3,046 冊) 

          門前図書館：1,591 冊 (    ：1,798 冊) 

          町野分館 ： 289 冊 (    ： 258 冊) 

  雑   誌  市立図書館： 492 冊 (    ： 531 冊) 

          門前図書館： 402 冊 (    ： 444 冊) 

          町野分館 ： 115 冊 (   ： 128 冊) 

  視聴覚資料  市立図書館：  13 作品(   ：  28 作品) 

          門前図書館：  33 作品(   ：  25 作品) 

          町野分館 ：  0 作品(   ：  0 作品) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

市民のあらゆるニーズに応えるよう、資料の収集及び図書館サービスの充実に努めた。特に、地

域の特色のある資料（北前船やアマメハギに関する資料の他、市立図書館では漆器に関する資料、

令和 3年度門前図書館では開創 700 年を迎える總持寺に関する資料等、各館の地域と深い関わりが

あるもの）の収集を実施し、市民の利用に供した。 
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No 28 事業名 
市立図書館管理運営(一般経費)・門前図書館管

理運営・図書館システム費 
担当課 生涯学習課 

 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 21,399 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 図書館サービスの充実 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

図書館運営に関すること 

○図書館間の連携 

    市立図書館：門前図書館からの借受冊数：231 冊、県内外の図書館からの借受冊数：893 冊 

          レファレンス(調べものお手伝い)件数：4 件 

   門前図書館：市立図書館からの借受冊数：366 冊、県内外の図書館からの借受冊数：620 冊 

         レファレンス(調べものお手伝い)件数：304 件 

○図書館システムの管理等 

 ・図書の受入登録、貸出返却、利用者管理、資料の検索、統計等 

  ・ホームページ上から資料の予約 

    インターネット予約件数 市立図書館：1,540 件 門前図書館：377 件 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

市立図書館と門前図書館は、所蔵する図書館の資料(図書・雑誌・視聴覚資料)だけでなく、市外

の公共図書館から資料を借り受け、利用者の要望に応えている。 

令和 2年 8 月より新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市立図書館と門前図書館に紫外線で

書籍に付着したウイルスを殺菌する「図書消毒機」を導入した。本を開いた状態で消毒機に入れ、

風を当てながら紫外線を照射して殺菌し、ページの間に挟まったごみや臭いも除去する仕組みで、

利用者に安心して図書館の本を利用していただいている。 

 

 

 

No 29 事業名 貸出文庫事業  担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 345 千円 0 千円 市民全般 
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事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 2 図書館サービスの充実 休止 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

○地域の施設(公民館、学校等)を利用した貸出文庫サービスの実施 

   市立図書館 施設数：50か所、貸出冊数：2,838 冊 

    門前図書館 施設数：10か所、貸出冊数： 722 冊 

 

○高齢者等図書宅配サービスの実施 利用者：12 名 貸出冊数：53 冊 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

市立図書館と門前図書館は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和 2年 5月に保育所等・

学校・公民館・高齢者施設等の配本を中止し、貸出した全ての本を回収し現在も休止中である。 

配本に代わるサービスとして、各施設の従事者が来館し、各々の施設の利用者が望む図書を必要

に応じて団体貸出を実施し、身近な読書環境の整備・充実を図っている。 

令和 3年 8 月より、新たなサービスとして「電子図書館サービス」を開始予定である。 

電子図書館は令和 3年 1月現在全国 143 の自治体で導入済みで県内で野々市のみである。電子図

書館サービスは図書館に直接足を運ばなくても、365 日・24時間、また遠隔地からでも電子書籍を

借りられるメリットがある。 

また高齢者等図書宅配サービスについては、利用者の数は少ないものの、継続して利用されてお

り、その方の読書生活を支えている。 

 

 

 

No 30 事業名 
読書普及事業(一般経費・門前図書館管理運営

費) 
担当課 生涯学習課 

 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 250 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 3 図書館サービスの充実 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

○行事及び広報活動の充実 

  ・集会行事(おはなし会、読書会、講演会、講座、DVD 上映会等) 
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  市立図書館 23 回 163 名 

    門前図書館 60 回 291 名 

  ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4～6 月は定例行事を中止 

  ・図書の展示(毎月テーマ別、課題図書、ブックリストに掲載されている図書、文学賞受賞作、

サイン本、輪島市出身作家・上田聡子氏の著書『金沢洋食屋ななかまど物語』の紹介等) 

    市立図書館 31 回 

    門前図書館 41 回 

  ・図書以外の作品展示(ふるさと門前川柳優秀作品、布ぞうり、手作りマスク、大切な人への

メッセージ等の市民から寄せられた作品等) 

    門前図書館 16 回 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

市立図書館と門前図書館において様々な集会行事や図書の展示を実施し、読書の興味関心を高め

るとともに、読書の普及に努めた。 

市立図書館と門前図書館は訪れた者が季節感を味わえるような七夕飾りやクリスマス等の飾り

付けを実施し、市民が図書館を訪れるきっかけ作りを積極的に実施した。3 月には立派な雛人形を

飾り、親子の目を楽しませた。 

門前図書館では市民の手づくり作品を展示したり、2 月にバレンタインにちなみ大切な人へのメ

ッセージボードを設置したところ、「電話もいいけど早く会いたいです」など、市民から心温まる

メッセージが多く寄せられ、大変好評だった。 

本市出身の作家・上田聡子氏の著書『金沢洋食屋ななかまど物語』が出版された事を記念し、令

和 2 年 10 月に上田氏を本市に招待し、市内各小中学校と高校に著書と直筆のサイン色紙を贈呈し

た。サイン色紙には、小学生に向けての「大人になったら、何になりたい？ 読書は夢を叶える手

助けをしてくれるよ」など、子どもたちへのエールが綴られている。コロナ禍の中での久々に明る

い話題となった。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、図書館まつりや文学講座など、人が多く集まる行事は

中止とした。 

 

 

 

No 31 事業名 図書館交流事業(一般経費) 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 0 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 3 図書館サービスの充実 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

○本市図書館と石狩市民図書館(平成 25年 10 月「友好図書館協定」締結)が互いに郷土に関する資

料(図書、視聴覚資料、リーフレット等、広報)を送付し合い、それらの資料をそれぞれの図書館に

おいて展示し、市民の利用(貸出・閲覧)に供する。 

【友好都市・石狩市に関する資料】のコーナーにある資料 

  図書資料(石狩町誌、子母澤寛全集等)   79 冊（昨年度より 5冊増） 

  DVD・ビデオ             11 作品 

  リーフレット等（『石狩遺産』等）   26 種類 

  広報いしかり（2014 年 4月号～） 

 

○友好図書館連携企画「東日本大震災 防災特集」展示 

 東日本大震災から 10年を迎えた令和 3 年 3月 11 日から 28日までの期間に、地域住民に自然災

害の対応について再認識していただくことを目的として、宮城県名取市図書館が所蔵する関連資料

（展示期間中借受）の他、市立図書館が所蔵する防災関連資料を揃え、「東日本大震災から 10年 名

取市図書館復興のあゆみ」をテーマとして展示を実施した。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

郷土に関する資料の相互提供については、石狩市民図書館から提供された資料を利用することに

より、市民は、友好都市・石狩市の自然、歴史、生活等について多くの知識を得ることが出来た。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、隔年実施の人的交流が中止となった。 

 

 

 

No 32 事業名 
子ども読書活動推進事業(一般経費・門前図書

館管理運営費) 
担当課 生涯学習課 

 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 354 千円 0 千円 子ども、保護者 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 子ども読書環境の整備 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

○子ども読書活動支援 

   門前図書館 

    保育所等図書館訪問(1か所・3回) 参加人数： 38 名 

    小学校図書館訪問(2 校)     参加人数： 22 名 
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     図書館のおしごと体験(1校)   参加人数： 8 名 

 

○ブックリスト「本の森へようこそ！」の配布 

     対象人数：2,865 名(市内保育所・幼稚園、小中学校、高等学校のすべての子どもたち) 

    リストで紹介した本は、市内 3館で展示と貸出を実施 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

保育所等・小中学校・高等学校と連携しながら上記の事業を実施することを通じて、子どもとそ

の保護者に対し、本を読むことの楽しさや大切さを伝えるなど、子どもが自ら進んで読書に親しむ

よう取り組んだ。 

市立図書館では、令和 3年 2月より子どもと保護者を対象とした「としょかんだより」を作成し、

全ての子どもたちに配布し、図書館行事の周知を実施している。 

また、門前図書館は市広報の各世帯への配布にあわせて図書館報を門前町の全世帯に配布し、図

書館行事の周知を実施している。 

 子どもたちが図書館職員によるおはなし会を楽しんだ後、自ら選んだ本を借りるなどして 1 時間

程滞在する「図書館招待」は、毎年保育所等からの申込みが多く、子どもたちが図書館や子どもの

本に興味を持つための良い機会となっていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和 2

年度から休止中である。令和 3年度の市立図書館の新たな取組として、屋外等の広いスペースを利

用し密集せずに図書館の絵本や図鑑等を自由に読む機会を保育所等の子どもたちに提供し、後日親

子での図書館利用に結び付くことを期待している。 

 

 

 

No 33 事業名 生涯スポーツ推進事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 3,313 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 3 生涯スポーツの推進 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

総合型地域スポーツクラブの活動及び各種スポーツ大会等の開催費用の一部について補助金を

交付することにより、子どもから高齢者までのスポーツの活性化を図る。 

・総合型地域スポーツクラブ  

   N P O法人町野スポーツクラブ     900 千円 

   南志見スポーツクラブ          500 千円 

   N P O法人もんぜんスポーツクラブ   900 千円 

34



 

 ・各種スポーツ大会等           1,013 千円 

  

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

総合型地域スポーツクラブの活動に対する支援については、多種目・多世代のスポーツ振興を目

的としているが、事業内容が固定化の傾向にあることから、広く市民のニーズに対応できるよう自

助努力を促す。 

また、各種スポーツ大会等に対する支援についても、参加者層や競技の特性を考慮しつつ、公平

性の観点から補助金交付基準の見直しを検討する。 

 

 

 

No 34 事業名 スポーツ推進委員活動 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 835 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

3 4 競技スポーツの振興 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

スポーツ推進委員 18名により、ニュースポーツ等の普及を図る。 

・協議会の開催 1回 

・研修会参加(石川県地区) 

・フィードバック研修 2 回    

・体力測定会の実施 2回 

・公民館、学校等における出張スポーツ教室の開催 

 ・ニュースポーツ交流大会の開催 1回 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

スポーツ推進委員が公民館、学校等にニュースポーツ教室を開催したり、市民を対象にニュース

ポーツ交流大会を実施したりすることで、スポーツ・レクリエーションの推進を図った。 

教室の回数を増やす等、ニュースポーツの認知度を上げる取組をする必要がある。 
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No 35 事業名 体育協会運営費等補助 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 481 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

3 3 競技スポーツの振興 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

輪島市体育協会(加盟 25団体)の活動を支援し、競技スポーツの普及振興を図る。 

・奥能登体育協会市町負担金             0 千円 

・輪島市体育協会運営事業費補助金        423 千円 

・石川県民体育大会夏季大会選手派遣事業補助金     0 千円 

 ・石川県民体育大会冬季大会選手派遣事業補助金   59 千円 

 ・奥能登体育大会補助金               0 千円 

     

 第 73 回石川県民体育大会夏季大会及び冬季大会選手団派遣 

  石川県民体育大会夏季大会 

   （新型コロナウイルス感染防止対策のため中止） 

  石川県民体育大会冬季大会（中止） 

     参加競技 1競技 役員 0名 選手団 4名 合計 4名 

 第 15 回奥能登体育大会選手団派遣 

   （新型コロナウイルス感染防止対策のため中止） 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

石川県民体育大会夏季大会及び奥能登体育大会については、新型コロナウイルス感染防止対策の

ため中止となったが、石川県民体育大会冬季大会への選手派遣を通じて競技スポーツの振興及び競

技者の技術力の向上を図った。 

 

 

 

No 36 事業名 高校女子ソフトボール研修大会

開催費補助 

担当課 生涯学習課 

 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 260 千円 0 千円 生徒 
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事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 競技スポーツの振興 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

新型コロナウイルス感染防止対策のため規模を縮小し、県内外の高等学校ソフトボール部 5チー

ムによる研修大会を開催した。 

・開催期日 令和 2年 8月 12 日(水)から同月 13日(木) 

・実施主体 輪島市門前町高校女子ソフトボール研修大会運営協議会 

・参 加 校 5 校 約 100 名 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

  

例年どおりの規模での開催は出来なかったが、研修大会を通じて、選手同士の交流を深めること

により、門前高等学校ソフトボール部選手の競技力の向上につながった。 

 

 

 

No 37 事業名 スポーツ少年団運営費等補助 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 100 千円 0 千円 児童、指導者 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 3 少年スポーツの活性化 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

小学校児童を対象として、スポーツを通じて健全な心身の育成を目的に掲げるスポーツ少年団活

動に係る費用の一部について補助を行う。 

・加盟団体   14 団体    

・人  数  250 名 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

スポーツ少年団の活動支援を通じて、競技者の技術力の向上とともに、指導者の育成を図った。 
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No 38 事業名 体育施設整備事業 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 27,682 千円 25,000 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 体育施設の整備 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

利用者ニーズに応じた安全で快適な体育施設の整備等を行う。 

・一本松総合運動公園市民温水プール・体育館改修計画策定業務           3,960 千円 

 ・一本松総合運動公園体育館健康相談室空調機取替工事           3,080 千円 

・町野テニスコート補修工事                       1,826 千円 

・一本松総合運動公園体育館氷蓄熱ユニット圧縮機分解整備工事      1,375 千円 

・輪島市ソフトボール場給水ポンプユニット交換工事           1,155 千円 

・輪島野球場バックネット等張替工事                  3,608 千円 

・マリンタウン競技場トラックレーン改修工事              5,759 千円 

・体育施設トイレ等改修工事                      4,026 千円 

・一本松総合運動公園体育館空調機器ダクト改修工事           2,893 千円 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

  

利用者の利便性の向上に資する体育施設の整備等を行い、スポーツ環境の整備を図った。 

 

 

 

No 39 事業名 体育施設管理 担当課 生涯学習課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 146,947 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 公の施設の管理 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

市内における体育施設について、指定管理及び市直営により施設管理業務を行った。 

 ・指定管理施設 

  輪島地区体育施設 ミズノスポーツサービス株式会社 103,814 千円 

   町野地区体育施設 N P O法人町野スポーツクラブ   11,790 千円 

門前地区体育施設 N P O法人もんぜんスポーツクラブ 25,470 千円 

・市直営体育施設                     7,347 千円           

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全施設休館する期間があったが、その後予防対策を徹

底して運営することができた。事業内容については、固定化の傾向にあることから、広く市民のニ

ーズに対応できるよう自助努力を促す。 

 

 

 

No 40 事業名 文化協会事業費補助 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 450 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 文化芸術活動の振興 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

 市の文化芸術活動を振興するとともに、市民文化の創造・向上・発展に寄与することを目的とし

て設立された輪島市文化協会の事業費等に対する補助を行った。 

・夏の文化祭及び市民文化祭「あいの風」は、新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 

・芸能部会及び音楽部会による動画撮影の実施 

  【芸能部会】 

期  間  令和 2年 9月 5日(土)・9月 6日(日) 

   会   場  文化会館大ホール 

   出演者数  約 200 名 

   放  映  令和 2年 11 月に市ケーブルテレビにて放送 

  【音楽部会】 

期  間  令和 2年 12 月 19 日(土)・12 月 20 日(日) 

   会   場  文化会館大ホール 

   出演者数  約 100 名 
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   放  映  令和 3年 2月に市ケーブルテレビにて放送 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

新型コロナウイルス感染症対策のため、夏の文化祭、市民文化祭「あいの風」、同協会の姉妹協

会である八尾町文化協会との交流や石川県音楽文化協会等が主催する各種イベントへの参加が中

止となったが、代替事業として動画撮影や広報誌の拡充により、市民文化芸術活動の振興に寄与す

ることができた。 

 

 

 

No 41 事業名 文化活動支援事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 290 千円 0 千円 文化団体 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 文化芸術の振興 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

 平成 27 年度に創設された「いしかわ文化振興基金」により、優れた文化の更なる向上と裾野の

拡大を図るため、文化団体が実施する活動への助成を行った。 

 助成事業には、文化創造普及事業(大規模)と地域文化活性化事業(小規模)があり、このうち市の

負担を必要とする地域文化活性化事業について補助するものである。 

 助成団体「事業名」 

○おくのと獅子舞文化継承事業実行委員会「おくのと獅子舞文化継承事業」 

  ・他の獅子舞団体とのコラボステージや獅子頭の制作体験教室の実施 

○北國写真連盟輪島支部「写真文化と故郷輪島事業」   

  ・輪島の過去、現在、未来をテーマに講習会及び撮影会や展覧会の実施 

 

【新型コロナウイルス感染症対策のため令和 3年度に延期】 

○輪島・和太鼓虎之介「クリスマス・エクスチェンジ・コンサート事業」 

 ・輪島市伝統芸能団体とのコラボコンサート 

○輪島市いけばな協会「輪島市こどもいけばな体験教室」 

  ・市内小児童対象とした体験会及び参加者によるいけばな展の実施 

○茶道文化発信事業実行委員会「茶道文化発信事業」 

 ・市内小中学校において巡回茶道教室及び壁新聞作成の実施 
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評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

新型コロナウイルス感染症対策のため 3団体の事業が翌年度へ延期となったが、2団体について

は市内の文化団体が行う新たな文化活動への支援を通じ、文化芸術活動の裾野を広げることに寄与

した。 

 

 

 

No 42 事業名 伝統芸能伝承教室事業費補助 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

C 300 千円 0 千円 児童生徒 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 伝統文化の継承 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

 市の伝統芸能の伝承を担う児童生徒に対し、伝承教室を開催した。 

【伝統芸能伝承支援教室】 

  ・大屋小学校  輪島まだら  対象：4～6年  61 名  指導：16回 

・門前西小学校 能登麦屋節 対象：5、6年  11 名    指導： 1回 

  ・門前東小学校 能登麦屋節 対象：3、4年  16 名    指導： 3回 

  ・門前中学校  門前とどろ 対象：1、2年  38 名  指導： 6回 

          能登麦屋節 対象：1年     23 名    指導： 2回 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

新型コロナウイルス感染症対策のため一部事業（三夜踊：大屋小・鳳至小）が中止となったが、

児童生徒が地域の伝統芸能を知り、体験した上で、その伝統芸能の発表の機会を持つことにより、

潜在的な担い手を確保することに寄与した。 

 

 

 

No 43 事業名 輪島塗技術伝承者養成事業費補助 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 1,338 千円 0 千円 漆芸技術者 
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事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

4 4 文化財技術の保持・伝承 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

重要無形文化財「輪島塗」技術の伝承のため、若手・中堅技術者に対し、作品製作を主体とする

研修を通じて直接指導を行っている。補助金(国 8,800 千円、石川県 580 千円、輪島市 1,338 千円、

輪島漆器商工業協同組合 100 千円)、に加え、輪島塗技術保存会の自己負担(201 千円)により実施

した。 

令和 2年度の伝承者は、曲物木地 1名、髹漆 3 名、蒔絵 6名、沈金 1名の計 11名で、当年度研

修が終了した後、全員の研修成果品を輪島漆芸美術館で展示発表した(令和 2年 3月 12 日から同月

15日まで)。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

単年度で実施しているが、この事業に複数年参加する伝承者がほとんどである。また、一度この

事業を離れた後、産地内で製作に携わる中で更に高い技術力が必要となり再度参加する者もいる。

若手技術者にとっては腕を磨く格好の道場となっており、近年業界において維持できなくなってい

る徒弟制度に替わる側面もある。このことは輪島塗全体の水準を維持し、もって文化財の保存伝承

という本来の目的を果たす上で非常に重要である。 

市内従事者の減少に伴って、本事業の伝承者も確保が困難となっている。保存会員は関係技能を

持つ若手の情報収集や勧誘活動を行い、状況の厳しかった木地部門は確保できたが、呂色部門では

参加者なしとなった。今後も引き続き若手技術者の参加促進に傾注していく考えである。 

 

 

 

No  44 事業名 漆芸美術館運営委託等 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 74,947 千円 3,756 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 公の施設(条例) 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

公益財団法人輪島漆芸美術館を指定管理者として、年８回の企画展を実施し、11,731 名の入館

者に対して輪島塗を中心とした漆芸作品の魅力を紹介した。 
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新型コロナウイルス感染症拡大防止を図った臨時休館のため、例年開催していた「漆芸の未来を

拓く－生新の時 2020－」が中止となるなど展覧会事業の変更や、セミナーをはじめとした集客型

のイベントが中止や延期となり大きな影響があった。 

一方、外出自粛中でも漆芸の魅力を紹介することのできるオンラインコンテンツの充実に取り組

み、新しい美術館活動の模索にもつながった。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

指定管理者が有する専門的な知見により、漆器の工程や構造を分かりやすく特集した質の高い企

画展等を開催し、漆芸への理解を深めるとともに工芸史上の価値をアピールできた。また、輪島市

内４施設で共同開催した創建 700 年記念大總持寺展の実施を通じ、関係機関との連携を深め、地域

文化の振興に貢献することができた。 

 

 

 

No 45 事業名 文化会館管理 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 43,714 千円 5,999 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 公の施設(条例) 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

 

輪島市文化会館において、次のとおり施設及び設備の修繕等を行った。 

修繕等(主なもの) 

・R-2 冷温水発生機溶液取替修繕（605 千円） 

・冷温水ポンプ P-2 モーター取替修繕（1,485 千円） 

・音響アンプ修繕(326 千円) 

・調光設備修繕(935 千円) 

・2階多目的トイレ便器取替修繕(282 千円) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

輪島市文化会館(昭和 56年開館)は、開館以来 40年が経過している。冷温水設備も老朽化してお

り、モーターなどの修繕を行い、設備の長寿命化を図った。 

その他、ホールの音響、照明設備等も更新し、様々な個人や団体の文化芸術振興に資する環境の
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整備に努めた。 

 

 

 

No 46 事業名 漆芸美術館収蔵庫整備事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 414,794 千円 414,700 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 施設の充実 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

 石川県輪島漆芸美術館開館から 28 年が経過し、収蔵品が開館当初(547 点)の約 3 倍に増加し、

既存の収蔵庫が手狭になっていることから、令和 3 年 9 月に開館 30 周年を迎えるに当たり、収蔵

庫施設を増築する。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

平成 30 年度に策定した基本設計に基づき、令和元年度において実施設計を策定し、収蔵庫等増

築工事に着手した。令和 3 年 3月に竣工し、収蔵スペースの拡充はもとより、適切に作品管理がで

きる保存環境を整え、新たに作業室や倉庫を設けるなど収蔵庫としての機能強化が図られた。 

 

 

 

No 47 事業名 文化財保存活用地域計画策定事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 5,543 千円 1,944 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 計画の策定 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

地域に存在する文化財を後世に継承していくため、指定・未指定に関わらず幅広く把握し、総合

的に保存活用するための文化財保存活用地域計画の策定を行うものであり、今年度は、計画策定へ
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向けた基本理念、基本方針、関連文化財群、保存活用区域、保存活用に関する措置等の検討を行っ

た。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

文化財保存活用地域計画策定については、令和元年度からの 3か年で進め、文化財の保存活用に

関する総合的な地域計画を策定していく。 

 

 

 

No 48 事業名 古文書調査事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 1,925 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 古文書の整理 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

市内に残る貴重な古文書が散逸しないよう、次の古文書のうちの一部について調査・整理(1点 1

点内容を読み取り、表題を付けて整理分類する)を行い、整理分類が完了したものについては、目

録を印刷製本した。 

・角海家文書（約 18,000 点）  

・大本山總持寺祖院文書（約 23,000 点）  

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

上記の古文書のうちの一部について、次のとおり調査・整理、目録データ作成、目録印刷製本を

行った。 

・角海家文書       

調査整理点数：約 350 点 

目録データ作成（令和 3年度に目録印刷製本予定） 

・大本山總持寺祖院文書 

 目録データ作成、目録印刷  

次年度以後において市内の古文書について調査・整理を継続していく。 
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No 49 事業名 埋蔵文化財調査 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

D 38,463 千円 34,440 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 埋蔵文化財の調査 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

市内遺跡等の埋蔵文化財発掘調査及び事前分布調査を実施した。 

≪試掘調査≫ 

・大釜北集落遺跡試掘調査（期間：令和 2年 6月 1日～8 月 20 日） 

・大釜地区試掘調査   （期間：令和 2年 11 月 12 日～令和 3 年 3月 29 日） 

≪発掘調査≫ 

・本市上野遺跡発掘調査 （期間：令和 2年 9月 16 日～令和 3 年 3月 5 日） 

・大釜北集落遺跡発掘調査（期間：令和 2年 8月 1日～令和 2年 11 月 30 日） 

・大釜西法寺跡発掘調査 （期間：令和 2年 10 月 1日～令和 3年 3月 31 日） 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

市内遺跡等について計画的に事前分布調査、発掘調査を実施し、埋蔵文化財の適切な保存、記録

を実施することができた。 

 

 

 

No 50 事業名 文化的景観保存事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 5,791 千円 2,348 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 文化財の保存 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

重要文化的景観に選定されている「大沢･上大沢の間垣集落景観」地区において、当該景観の重

要な構成要素である間垣の保存技術の伝承のための修景補修、材料となるニガタケの育成及び間垣
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改築に対する補助(橋本邸(上大沢町)、酒井邸(大沢町))を行った。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

重要文化的景観としての価値を高めるとともに、適切な保存を図ることができた。 

 

 

 

No 51 事業名 伝統的建造物群保存地区保存対策事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 9,208 千円 6,859 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 文化財の保存 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

輪島市黒島地区伝統的建造物群保存地区における建造物等の修理･修景事業に対し補助するもの

であり、令和 2年度は中町家主屋の修理補助、升谷家主屋、中谷家工作物（塀）の修景補助を行っ

た。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

地区内の建造物等の修理・修景を行い伝統的建造物群保存地区としての価値を高めるとともに、

適切な保存を図ることができた。 

 

 

 

No 52 事業名 伝統的建造物群保存地区防災計画策定事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

B 1,870 千円 875 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 文化財の保存 継続 
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事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

輪島市黒島地区伝統的建造物群保存地区において、住民等の生命、財産を災害から守ることを基

本に伝統的な町並みの保存継承を図るため、防災計画を策定するものであり、令和 2年度はアンケ

ート調査、現状と課題の整理、資料の収集等を行った。 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

防災計画策定については、令和 2年度からの 2ヶ年で進め、防火・消火体制の強化、防災設備等

の整備、耐震対策、自然災害対策などの地区内の総合的な防災計画を策定していく。 

 

 

 

No 53 事業名 有形文化財保存事業 担当課 文化課 
 

継 続 

年 数 

令和 2 年度 

決 算 額 

令和 2 年度 

特定財源額 
対象者 

A 13,606 千円 0 千円 市民全般 
 

事 業 

効 果 

継続要因 
見直し内容 

評価 内容 

5 4 文化財の保存 継続 

 

事業(令和 2 年度執行事業)の内容 

  

石川県指定有形文化財である阿岸本誓寺本堂の茅葺屋根保存修理工事、輪島市指定有形文化財で

ある阿岸本誓寺鼓楼保存修理工事に対する補助を行った。 

（参考）阿岸本誓寺本堂の茅葺屋根保存修理工事については、平成 30 年度において所有者の負

担を軽減するために行ったガバメント・クラウド・ファンディング(GCF)による寄附金を

充当した。 

     ・GCF の実績 目標金額：18,000 千円 

            募集期間：平成 30年 8 月 22 日から同年 11月 30 日まで(101 日間) 

            寄 附 額：18,497,555 円(件数 563 名) 

 

 

評価(令和 2 年度執行事業に対する評価) 

 

阿岸本誓寺本堂茅葺屋根保存修理工事については、平成 29 年度からの 4か年で工事が進められ、

阿岸本誓寺鼓楼保存修理工事については単年度事業により、共に令和 2年度に完成した。 

有形文化財としての価値を高めるとともに、適切な保存を図かることができた。 
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教育委員会会議及び教育長・委員の主な活動 

 
１ 教育委員会会議 

 
令和 2 年度：16回開催 

        議案 60 件、報告事項 52 件 
 
２ 教育長・委員の主な活動(各種行事等) 

月  日 内      容 

R 2. 5.11 第 1 回管内教育長会議 

     5.26 第 1 回教科用図書奥能登採択地区協議会 

     7.14 石川県市町教育委員会連合会理事会 

     7.15 第 2 回教科用図書奥能登採択地区協議会 

     8.24 石川県へき地教育振興会理事会 

  10.23 石川県市町教育委員会連合会研究大会 

    10.30 輪島市指定文化財等視察 

    11. 3 輪島市市勢功労者表彰式 

  11.19 第 2 回管内教育長会議 

    11.27 第 2 回石川県市町教育委員会連合会理事会・教育長研修会 

  12．3 教育懇話会(河井小学校) 

R 3. 1.10 輪島市成人式 

     1.15 教育懇話会(門前西小学校、大屋小学校) 

     1.21 教育懇話会(門前東小学校) 

     1.22 教育懇話会(三井小学校、門前中学校) 

     1.27 教育懇話会(町野小学校) 

     1.28 教育懇話会(鳳至小学校、鵠巣小学校) 

     2. 3 石川県市町教育委員会連合会臨時理事会 

    2. 3 教育懇話会(輪島中学校) 

    2. 5 教育懇話会(東陽中学校) 

     2.19 輪島市総合教育会議 
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月  日 内      容 

    2.19 教育懇話会(河原田小学校) 

     2.24 公民館訪問(剱地公民館、大屋公民館) 

     3.12 中学校卒業式 

     3.19 小学校卒業式 
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３ 令和 2 年度教育委員会会議開催状況 

回(開催日) 審議決定事項及び報告事項 

持ち回り会議 

 (R2. 4. 3) 

議案第 26 号 新型コロナウイルス感染症に対応した輪島市立小中学校再

開ガイドラインについて 

持ち回り会議 

 (R2. 4.14) 

議案第 27 号 輪島市立小中学校における休業等に関する対応方針の改訂

について 

令和 2 年第 4 回 

定例会 

 (R2. 4.21)  

議案第 29 号 輪島市社会教育委員の任命について 

議案第 30 号 輪島市公民館運営審議会委員の任命について 

議案第 31 号 輪島市地域協育推進委員会委員の任命について 

議案第 32 号 輪島市文化財保存活用地域計画作成等協議会委員の委嘱及

び任命について 

報告第 10 号 輪島市社会教育委員会議の開催について 

報告第 11 号 輪島市図書館協議会の開催について 

報告第 12 号 輪島市文化財保存活用地域計画作成等協議会の開催につい

て 

報告第 13 号 輪島市文化会館運営委員会の開催について 

報告第 14 号 輪島市櫛比の庄禅の里交流館運営委員会の開催について 

報告第 15 号 輪島市天領黒島角海家運営委員会の開催について 

持ち回り会議 

 (R2. 4.30) 

議案第 33 号 輪島市立小中学校における休業等に関する対応方針の改訂

について 

持ち回り会議 

 (R2. 5.12) 

議案第 35 号 令和 2 年第 2 回輪島市議会臨時会提出予定案件について 

令和 2 年第 5 回 

定例会 

 (R2. 5.27) 

議案第 39 号 令和 2 年第 2 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 40 号 輪島市学校管理規則の一部改正について 

議案第 41 号 輪島市教育委員会事務部局等の職員の人事について 

報告第 16 号 区域外就学に係る協議に対する承諾について 

令和 2 年第 6 回 

定例会 

 (R2. 6.26) 

議案第 43 号 輪島市教育委員会会議規則の一部改正について 

報告第 17 号 輪島市いじめ問題対策連絡協議会の開催について 

報告第 18 号 輪島市スポーツ推進委員会議の開催について 

令和 2 年第 7 回 

定例会 

 (R2. 7.15) 

議案第 44 号 令和 2 年第 3 回輪島市議会臨時会提出予定案件について 

議案第 45 号 輪島市教育事務点検評価審議会委員の委嘱について 

議案第 46 号 輪島市教育事務点検評価審議会委員の委嘱について 

報告第 19 号 就学指定校の変更について 

令和 2 年第 8 回 

定例会 

 (R2. 8.24) 

議案第 47 号 令和 2 年第 3 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 48 号 令和 2 年第 3 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 49 号 令和 2 年第 3 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 50 号 令和 3～6 年度使用中学校教科用図書の採択について 

議案第 51 号 令和 3 年度使用特別支援学級教科用図書の採択について 
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議案第 52 号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に

ついて 

議案第 53 号 児童生徒等の新型コロナウイルス感染症感染が判明した場

合等における対応について 

報告第 20 号 輪島市教育事務点検評価審議会の開催等について 

報告第 21 号 輪島市伝統的建造物群保存地区保存審議会の開催について 

報告第 22 号 輪島市文化財保護審議会の開催について 

令和 2 年第 9 回 

定例会 

 (R2. 9.29) 

議案第 55 号 輪島市社会教育委員の委嘱について 

議案第 56 号 輪島市公民館運営審議会委員の委嘱について 

議案第 57 号 輪島市地域協育推進委員会委員の委嘱について 

報告第 23 号 輪島市いじめ問題対策連絡協議会の開催について 

報告第 24 号 輪島市文化財保存活用地域計画作成等協議会の開催について 

令和 2 年第 10 回 

定例会 

 (R2.10.30) 

議案第 58 号 就学指定校の変更について 

報告第 25 号 輪島市伝統的建造物群保存地区保存審議会の開催について 

令和 2 年第 11 回 

定例会 

 (R2.11.19) 

議案第 59 号 令和 2 年第 4 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 60 号 令和 2 年第 4 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 61 号 令和 2 年第 4 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

報告第 26 号 輪島市図書館協議会の開催について 

令和 2 年第 12 回 

定例会 

 (R2.12.24) 

議案第 63 号 児童生徒等の新型コロナウイルス感染症感染が判明した場

合等における対応方針の一部改正について 

報告第 27 号 就学指定校の変更について 

報告第 28 号 輪島市就学指導委員会の開催について 

報告第 29 号 輪島市いじめ問題対策連絡協議会の開催について 

報告第 30 号 輪島市子ども読書活動推進会議の開催について 

報告第 31 号 輪島市文化財保存活用地域計画作成等協議会の開催について 

報告第 32 号 輪島市漆芸美術品購入等検討委員会の開催について 

令和 3 年第 1 回 

定例会 

 (R3. 1.29) 

議案第 1 号 輪島市総合教育会議提出予定案件について 

議案第 2 号 輪島市総合教育会議提出予定案件について 

報告第 1 号 就学指定校の変更について 

報告第 2 号 輪島市就学指導委員会の開催について 

報告第 3 号 輪島市男女共同参画推進審議会の開催について 

報告第 4 号 輪島市スポーツ推進審議会の開催について 

令和 3 年第 2 回 

定例会 

 (R3. 2.24) 

議案第 3 号 令和 3 年第 1 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 4 号 令和 3 年第 1 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 5 号 令和 3 年第 1 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

議案第 6 号 令和 3 年第 1 回輪島市議会定例会提出予定案件について 

報告第 5 号 区域外就学に係る協議に対する承諾について 

報告第 6 号 就学指定校の変更について 

報告第 7 号 輪島市社会教育委員会議の開催について 
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報告第 8 号 輪島市櫛比の庄禅の里交流館運営委員会の開催について 

令和 3 年第 3 回 

定例会 

 (R3. 3.26) 

議案第 7 号 輪島市教育振興基本計画に基づく令和3年度執行事業について 

議案第 8 号 輪島市立小中学校における携帯電話の取扱い等に関する基

本的指導方針について 

報告第 9 号 区域外就学に係る協議に対する承諾について 

報告第 10 号 輪島市女性センター運営委員会の開催について 

報告第 11 号 輪島市図書館協議会の開催について 

報告第 12 号 輪島市天領黒島角海家運営委員会の開催について 

報告第 13 号 輪島市黒島天領北前船資料館運営委員会の開催について 

報告第 14 号 輪島市伝統的建造物群保存地区保存審議会の開催について 

報告第 15 号 輪島市文化財保存活用地域計画作成等協議会の開催について 

報告第 16 号 輪島市文化財保護審議会の開催について 

報告第 17 号 輪島市文化会館運営委員会の開催について 

令和 3 年第 3 回 

臨時会 

 (R3. 3.30) 

議案第 9 号 輪島市教育委員会事務決裁規則の一部改正について 

議案第 10 号 輪島市教育委員会職員職名規則の一部改正について 

議案第 11 号 輪島市教育委員会事務部局等の職員の人事について 

議案第 12 号 輪島市就学指導委員会委員の委嘱及び任命について 

議案第 13 号 学校評議員の委嘱及び任命について 

議案第 14 号 学校医の委嘱について 

議案第 15 号 学校歯科医の委嘱について 

議案第 16 号 学校薬剤師の委嘱について 

議案第 17 号 輪島市社会教育委員の委嘱及び任命について 

議案第 18 号 輪島市公民館運営審議会委員の委嘱及び任命について 

議案第 19 号 輪島市地域協育推進委員会委員の委嘱及び任命について 

議案第 20 号 輪島市女性センター運営委員会委員の委嘱について 

議案第 21 号 輪島市スポーツ推進審議会委員の委嘱及び任命について 

議案第 22 号 輪島市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第 23 号 輪島市図書館協議会委員の委嘱について 

議案第 24 号 輪島市文化財保護審議会委員の委嘱について 

議案第 25 号 輪島市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員の委嘱につ

いて 

議案第 26 号 輪島市天領黒島角海家運営委員会委員の委嘱について 

議案第 27 号 輪島市黒島天領北前船資料館運営委員会委員の委嘱について 

議案第 28 号 輪島市櫛比の庄禅の里交流館運営委員会委員の委嘱について 

議案第 29 号 輪島市文化会館運営委員会委員の委嘱について 

議案第 30 号 輪島市門前交流センター運営委員会委員の委嘱について 
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